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〜発行者からのお知らせ〜            

23 年度から、Web サイト湘北 SDGs
を開設し、授業や大学全体の取り組みを

紹介しています。 
 

ニュースレターでは、           
Web サイトに掲載した記事の中から、 
学科の授業や部門ごとの活動を、    

カテゴリー別にまとめて紹介していきます。 
 

今後とも湘北短期大学は        
地域に根ざした教育機関として    

「Think  Globally, Act Locally」を 
合言葉に、社会課題の解決にむけて  

持続可能な未来の創り手を       
社会に送り出してまいります。 

 

     映画で SDGs を学ぼう      
（簗瀨のお薦め作品です） 

 
ワンダー 君は太陽 
配給：キノフィルムズ 

2017 年、アメリカ、113 分 

 

 
 
 

世界の果ての通学路 
配給：キノフィルムズ 

2012 年、フランス、77 分 
 
 
 
 
 
 
 

 
42 世界を変えた男 

配給：ワーナー・ブラザース 
2013 年、アメリカ、128 分 

 

 

 
 

※いずれも文部科学省「選定」または 
「特別選定」作品です 

 
 

【授業紹介】 

SDGs の目標４に関連したジェネラル・イングリッシュの授業 

（2024年７月） 

2024 年 7 月 24 日、生活プロデュース学科 1 年生が受講する

ジェネラル・イングリッシュ I の授業では、SDGs の目標 4・ターゲット

4.5 に関連した英語のレッスンを行いました。まず導入として、

SDGs の簡単な背景と湘北短期大学のホームページに掲載されて

いる SDGs の取り組みを紹介し、「Think Globally, Act 

Locally」というスローガンをもとに SDGs は学生らにも身近で関係

のあること、そして地域や国を越えてみんなで考えて行動することの

必要性を伝えました。 

その上で、SDGs 目標 4 の"Quality Education" (質の高い

教育をみんなに)をメインテーマとし、特に、ターゲット 4.5 に絡めて、

障がいのある子どもたちの平等な生涯教育について考えるレッスンを

行いました。ここでは、R.J.Palacio の児童書 Wonder と映画「ワ

ンダー 君は太陽」の DVD を併用しました。前半では Wonder の

本にある、英単語・リーディング・リスニングを学習し、後半では映画

に描写されているストーリーから、障がいのある息子を持つ両親やきょ

うだい児の姉の思いを考えながら、主人公を通した公正な質の高い

教育と生涯学習の機会についてプリント作業を行いました。 

プリントの３つの質問と学生の意見を紹介します。 

Q1） 普通(Ordinary)って何？ 資料 Wonder Chapter 1 

オギーより 

A1）「何事も不自由なく生活できること」、「みんなと同じように

生活する、学校に通う」、「普通の定義は人それぞれで、自分の中

での当たり前のことを普通というのだと思う」、「普通は一つではない、

人の数だけ普通があると思う」 

 



 

 

Q2） きょうだい児ということばを聞いたことはあります

か？映画の中で、オギーの姉はきょうだい児で、弟が中

心の生活の中で何かを感じています。そのことについて

自分なりに感じたことなどを書いてください。 

A2）受講生 39 名中、知っている 2 名、知らない 17

名、無回答 20 名でした。 

 

Q3) SDGｓの Goal ４にある、「公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する」に

関連して、オギーを通して他の児童も学ぶ機会などがあると思いますが、皆さんの意見はどうですか？  

A3）「体に障害をもっていても、障がいをもっていない子どもたちと同じように勉強するし、見た目が少し

違うからという理由で、別人かのように扱うのは違うということが学べると思います。」  

「変に差別などをして教育を受けさせないのではなく、全ての人に平等に教育を受けさせる機会を与え

ることによって、人としてしっかり成長できると思いました。」 

 

プリント Q1 の質問は、病気や手術によって顔に障がいが残った Wonder の主人公のオギーが冒

頭で、「Ordinary (普通)」 とは何かについて自分の立場で語っているところからきています。その文章

と映像をもとに、学生らは感じたことを日本語でプリントに記述し、その後グループでお互いの意見をシェ

アしあいました。 

補足知識として、障がいのある子どもと家族に

対して、社会ではどのような取り組みがあるかとい

う一例を紹介するために、講師がボランティア活

動を行っている難病や障害のある子どもや家族

をサポートする NPO 団体とその地域事業のレス

パイト施設、「あおぞら共和国」について紹介しま

した。翌週の振り返りでは、学生たちの質問やコ

メントを取り上げ、あまり知られていない、「きょう

だい児」や「ヤングケアラー」について講義を行い

ました。 

 

このジェネラル・イングリッシュ I の授業では、語

学を身につけるだけでなく、学校教育の多様性・

障がいのある子どもの視点で考えてみることを仲

間と共有し、そこからそれぞれができる活動や多

様な気づきに触れて、SDGs を学ぶ機会を設け

る内容にしたいと考えています。  

 

（国際理解科目 非常勤講師 仁志田華子） 
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